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アルカリシリカ反応がコンクリートの諸性状に及ぼす影響 (ⅠⅠⅠ)

一一骨材中の反応物質の量および骨材の粒径の影響-
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1.は し が き

反応性骨材として安山岩ならびにチャートを用いたコ

ンクリートの諸性状がアルカリシリカ反応によって,ど

のように変化するかを調べる一連の研究のうち,コンク

リート中のアルカリ量が膨張性状,強度およびヤング率

に及ぼす影響についてはすでに報告した1)2)が,今回は骨

材中の反応物質の量ならびに骨材の粒径の影響について

検討した結果を報告する.

2.実 験 方 法

総アルカリ量が6.94kg/m3,W/Cが40%のコンクリー

トについて反応物質の量および骨材の粒径がアルカリシ

リカ反応によるコンクリートの膨張性状,強度およびヤ

ング率に及ぼす影響を検討した.使用材料,倶試体およ

び実験条件等は前報と同じである.

反応物質の量の影響を調べる実験では,非反応性骨材

(粗骨材は砕石,細骨材は川砂,いずれも砂岩)を反応性

骨材によってそれぞれ20%,40%,60%,80%および100%

置換することにより,骨材中の反応物質の量をそれぞれ

安山岩中の火山ガラスの量を8%,16%,24%,36%お

よび40%に,チャート中の潜晶質石英の量を18%,36%,

54%,72%および90%に変化させた｡細骨材率を一定

(49%)に保ち,細 ･粗骨材ともに同じ割合で置換した.

上記の置換率は骨材全体の体横に対する反応性骨材 (ま

たは反応物質)の体積の占める割合で表してある｡

反応性骨材の粒度の影響を調べる実験では,骨材全体

の体積に対して反応性細骨材を40%置換した場合,反応

性粗骨材を40%置換した場合について検討した.

3,反応物質の量の影響

3.1 膨張性状

図-1および図-2にそれぞれ安山岩とチャートを用い

た場合について反応性骨材の置換率と各材令における膨
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張量との関係を示したものである.これらの図はいずれ

も反応性骨材を100%使用した場合よりも少ない置換率

の場合により大きい膨張を示しており,いわゆる "ペシ

マム量 (PessimumPercentage)"が存在することが確か

められた.

このペシマム量は今回使用した安山岩の場合,反応物

質 としての火山ガラスの量で表す と約25%であり,

チャートの場合,微小石英の量で表すと約70%となった.

以上のような膨張に関してペシマム条件が存在する理由

については,反応物質の量とアルカリ消費量とのかね合

いによって,生成するアルカリ珪酸塩ゲルの組成が膨張
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反応性骨材(上段)/反応性鉱物(下段)の体積百分率

図-1 骨材中の反応性鉱物の量と膨脹との関係一安山岩-
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図-2 骨材中の反応性鉱物の量と膨脹との関係-チャートー
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性の高アルカリ型のものになったり,低 膨張性の高カル

シウム型になるためという解釈も行われているが,こ れ

はあくまでも仮説に過ぎず,そ の機構の解明は今後の課

題である。なお,こ れらの図をみると,反 応性骨材の置

換率が50%を 上回る場合には材令 3ケ月以降の膨張がほ

とんど認められないのに対して,50%を 下回る場合には

材令 3ケ月以降も膨張を継続し,こ の傾向は反応性骨材

の置換率が少ないほど著しい。図-3お よび図-4は この

原因を明瞭に示している。すなわち,置 換率が少なくと

も40%を 上回るようなものは大体において18週頃までに

膨張を終わっているが, この前後から非反応性骨材とみ

なしていた砂岩を用いたコンクリートが少しずつ膨張を

はじめており, これが上記のような傾向を示した原因と

考えられる。非反応性と考えていた砂岩が,た とえ高ア

ルカリの環境下であっても4ケ月以上も経過してから膨

張をはじめるということは当初全く予想していなかった

図-4 膨 脹量の経時変化と反応性骨材の置換率―チャートー

ので,偏 光顕微鏡観察によって細骨材 (静岡産,川 砂)

および粗骨材 (埼玉産,砂 岩)の 鉱物組織を調べたとこ

ろ,い ずれにも微小石英が10～20%程 度含まれているこ

とが確認された.

このことは,ア ルカリシリカ反応によって膨張する岩

石は,あ る特定のものに限定されるのではなく,一 般に

コンクリート骨材として生産されているものでも高いア

ルカリ環境下においては容易にアルカリシリカ反応によ

る膨張を生ずることを示唆している。

(1988年3月 7日受理)
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図-3 膨 脹量の経時変化と反応性骨材の置換率―安山岩―
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